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１ 趣 旨

「民族共生象徴空間（愛称：ウポポイ）」（以下「象徴空間」という。）の開設が、令和２年（2020
年）４月 24 日に迫る中、認知度向上が喫緊の課題であることから、さらなる情報発信や誘客促進に取
り組むとともに、地域連携体制の強化、交通アクセスの改善、周辺環境整備などに取り組み、本道

初の国立博物館を含む象徴空間に年間来場者目標である１００万人を迎え入れ、アイヌ文化の振興を

はじめ、道内の観光振興や経済効果を全道に波及させるため、全庁一丸となって取組を加速するための

体制整備を図る。
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象徴空間担当局長【新設】
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地域戦略担当課長【兼】 (※総政部地域戦略課長)

広報活動担当課長【兼】 (※総政部広報担当課長)

調整担当課長【兼】 (※環生部総務課長)

歴史文化担当課長【兼】 (※環生部文化振興課長)

観光担当課長【兼】 (※経済部観光局参事(誘客推進))

国外ＰＲ担当課長【兼】 (※経済部国際経済室参事)

担い手育成担当課長【兼】 (※経済部人材育成課長)

周辺整備調整担当課長【兼】 (※建設部建設政策課長)

道路整備担当課長【兼】 (※建設部道路課長)
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